


 EFTA は工業製品や工芸品の貿易の自由化を主たる目的としており、農産物貿易の自由化は

対象としていない。これに対し、EU（EEC）は、当初から農産物も対象にしている。また、農

業政策は EU の重要な政策の一つにあたるが、これは、工業の発展に伴い、農業は衰退するこ

とが危惧されたためである。フランスは、農業政策に関する権限が EEC に与えられることを条

件に EEC の発足に同意した。 

 

  しかし、EFTA 加盟国は農産物貿易自由化の重要性を認識しており、個々の加盟国間で二国

間協定が締結されている。なお、海産物貿易の自由化は、1989 年に達成されている。 

 

  前述したように（参照）、半数以上の加盟国が脱退しているため、EFTA 加盟国間の貿易量は

減少しているが、EFTA に残った国々も、1970 年代以降、EU との経済関係を強化している。つ

まり、イギリスとデンマークの脱退直前の 1972 年または 1973 年、EEC と個々の EFTA 加盟国

間では自由貿易協定が締結された。これにより、ヨーロッパには世界最大規模の自由貿易地域

が発足した。  

 

3．欧州経済領域（European Economic Area (EEA)）の設立 

 1980 年代以降、EFTA を脱退し、EU に加盟する国が増える中、両者間のリンクはさらに強化

されるようになったが、1994 年 1 月には、スイスを除く EFTA 加盟 3 ヶ国と EU との間に、欧

州経済領域（European Economic Area (EEA)）が設立された。現在、欧州経済領域（EEA）は、

EU に加盟する 28 ヶ国と EFTA に加盟する 3 ヶ国の合計 31 ヶ国が加盟している。 

 

欧州経済領域（EEA）は EU の市場統合を EFTA 加盟国にも拡張するものである。つまり、

EU と同様に、商品、人、サービス、資本の移動の自由の保障を目的としている。そのため、EFTA

加盟国は EU 法を国内法体系に取り入れている。なお、EU は関税同盟を基礎とするが、これは

EEA に拡張されない。同様に、経済・通貨同盟（単一通貨ユーロの導入）、EU の農業政策、EU

の第 2 の柱の政策である共通外交・安全保障政策や、EU の司法・内務政策（自由、安全および

正義の空間）も EEA には適用されない。 

 

 なお、当初はスイスも EEA 加盟を予定していたが、1992 年 12 月 6 日に実施された国民投票

で協定の締結が否決されたことを受け、加盟を見送っている。そのため、スイスと EU との経

済関係は停滞しているわけではなく、スイスはEU と個別に非常に多くの協定を締結している。

その結果、スイスは EEA に加盟しているのと同じ状況にある。 

 

問題 

1．EU と EFTA の違いについて説明しなさい。 

 

2. EEA が発足した理由について説明しなさい。 

 

3．EU と EEA の共通点について説明しなさい。 


